


序　　　　文

本書に紹介する那珂八幡古墳は，いまや高層ビル化がすすむ博多駅南部の住宅地域に位置し

ています。ここ数年ようやく埋蔵文化財保護の立場から調査のメスが加えられるようになりま

したが末だ充分とはいえません。

昭和46年，森貞次郎氏のご尽力によって，那珂八幡社の小丘が前方後円墳であることが解明

されました。

今回の調査では，前方後円墳が撥形を呈した最も古い古墳の形態をとることが判明しました。

又，第2主体部からは三角縁神獣鏡が出土するという学術上貴重な成果をもたらすことができ

ました。

本書が，学術研究の場で，また市民各位の文化財に対する関心と保護に活用されることを希

望します。なお調査にあたって，ご指導，一ご助言をいただいた諸先生，関係各位，また心よく

調査にご協力いただいた神社総代各位に深甚の謝意を表します。

昭和61年3月31日　　　　　　　　　福岡市教育委員会　教育長佐　藤　善　郎
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1．本書は昭和59年～60年度に，福岡市教育委員会が国庫補助を受けて発掘調査を実施した那

珂八幡古墳の調査概要である。

2・本書に掲載する遺構実測図は，井沢洋一，米倉秀紀のほか宮井善郎，古野徳久，土井基司，

池田祐司，田中光，中野純江，松本美保，前東いずみの作成による。

3．本書に掲載する遺物実測図は谷沢仁が作成した。

4．本書に掲載した遺構・遺物の整図は，池田洋子，深堀博子の手による。

5．本書に掲載した写真の撮影は，井沢，米倉が行ない，焼付は黒岩三紀子による。

6．本書の執筆は主として井沢が行ない，編集は谷沢，池田，深堀との協議のもとに井沢，米

倉が担当した。



Ⅰ・は　じめ　に

調査に至る経過

那珂八幡古墳は，福岡市博多区那珂大字宮の脇1丁目44に所在し，後円部の頂上には那珂八

幡社が奉られている。福岡平野のほぼ真申，低丘な那珂台地上に立地する古墳で，昭和40年代

後半までは独立丘として見倣されており，古墳と確誌されるに至ったのは昭和46年である。

昭和23年に那珂八幡神社境内にて，銅戈鋳型が発見されたが，昭和46年，九州大学考古学研

究室は森貞次郎氏の指導により銅戈鋳型の時期に合致する包含層，及び遺構を確認する目的で

発掘調査を実施した°

調査の結果，当初の目的である鋳型と同時期の包含層は検出できなかったが，この独立丘が

前方後円墳であることが確認された。周溝を巡らした帆立貝式の吉武古墳として今日まで注目

されるに至った。

那珂八幡古墳周辺は，元来，農村地帯であったが，福岡市南部の市街の拡大によって，閑静

な住宅地として変貌してきた。近年の那珂八幡古墳周辺の開発は目ざましく，東側の筑紫通り

（3号線／ミイパス）の沿線は高層ビル化が著しい。

国鉄竹下駅と那珂を結ぶ市道那珂・竹下駅前線は那珂八幡古墳の墳丘上を通る計画である。

近年，この計画が具体化しているため，福岡市教育委員会文化課は神社総代，及び地権者の間

で協議を行なった結果，古墳の規模，及び範囲確認調査を実施するに至った。

今回の発掘調査は国庫補助の重要遺跡確認調査，及び緊急調査によるもので，期間は昭和60

年3月12日～7月9日まで実施した。

調査の組織

調査主体

調査責任

調査庶務

調査担当

調査補助

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会文化部埋蔵文化財課（旧文化課）

第2係　折尾学

第1係　松延好文

第2係　井沢洋一，米倉秀紀

官井善即，古野徳久，土井基司，池田祐司，田中光，中野純江，前東いずみ，

松本美保，（九州大学考古学研究室）

整瑠補助　　谷沢仁，池田洋子，深堀博子；山本久美

尚，調査にあたっては，森貞次郎（九州産業大学），横山浩一，西谷正（九州大学），白木

原和美，甲元真之（熊本大学），小田富士雄（北九州考古博物館）の諸先生，及び福岡県文化

課の諸氏から御指導，御助言をいただいた。

又，廣田満氏，広田徳重氏，広田輿三氏をはじめとする神社総代や町世話人の方々や，官園

地区の富永嘉則氏に多大な御援助を賜った。又，田中鉄雄氏には飲料水などを依頼した。
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I．那珂八幡古墳の位置と歴史的環境

那珂八幡古墳は，福岡平野の中部，御笠川右岸の洪積台地に立地する。この那珂台地は，福

岡平野を貫流する那珂川と御笠川の二大河川の開折によって形成された中位段丘のひとつであ

る。この丘陵は阿蘇火砕流の白色粘土（八女粘土層）と黄褐色軽石質火山灰（鳥栖ローム層）

で構成され，－那珂から比恵にかけて広大な台地を形成している。標高は6－9mを測り，丘陵

の東西幅は1km，南北の長さ2kmを測る。那珂八幡古墳はこの丘陵の北側に位置している°

那珂八幡古墳の周辺では，弥生～古墳時代に亘る集落や墓地群が濃密に形成されているが，

特に那珂丘陵，及び三笠川左岸の麦野丘陵，板付，諸岡の独立丘陵上には旧石器時代から中世

までの遺跡が連続して営まれている。東南約1．5kmの板付遺跡は東西150m，南北600mを測る独
註1

立丘陵で，弥生前期～後期の集落や墓地が形成されており，前期には集落を巡る環濠が形成さ

れる。田端遺跡では，甕棺墓から細形銅剣や銅鉾が出土した。この台地縁辺部では，縄文時代
註2

晩期から弥生時代前期の水利施設を有した水田跡が検出され，小海退期に形成された湿地を利

用したものと考えられる。又，諸岡遺跡では甕棺墓から細形銅剣や朝鮮系無文土器が出土して
註3

おり，注目される。那珂台地でも弥生時代前期初頭には春住遺跡や，中期から後期には比恵遺

跡の集落と墓地が営まれる。比恵遺跡では溝で囲まれた環溝集落が鏡山猛，森貞次郎両氏によ

って報告されているが，第2次調査検出の一辺約10mの環溝遺構は方形周溝墓と考えられる。
註4

文，南約2kmには弥生後期の鉄鎌を出土した井尻地耐申社遺跡や井尻甕棺墓遺跡がある。青銅
註5　　　　　　註6

器の鋳型の遺跡は板付遺跡（広形銅鉾），那珂八幡古墳（中広銅戈），井尻熊野権現付近遺跡

（銅鉾），五十川妙楽寺遺跡（銅鉾）が集中しており，奴国を構成する拠点的な集落の存在が
註7

伺える。

古墳時代には板付遺跡の集落や那珂深ヲサ遺跡，三筑中学校遺跡などの水田遺構が知られて
註8　　　　　註9

いる。古墳は石棺系石室を主体とする諸岡古墳群や板付八幡古墳が知られ，中でも那珂八幡古

墳は4世紀代の前方後円墳で，この地域に強大な勢力を誇っていた首長層の墓と思われる。又，

那珂八幡古墳の北側には筑前国続風土記に記された剣塚古墳がある°主体部の横穴式石室には

舟の線刻画を装飾している。全長60mの古墳で，6世紀後半代の築造と考えられる。又，歴史

時代の遺構では比恵に那ノ津の屯倉が，那珂群久には那珂郡家が比定されている。

註1森貞次郎，岡崎高文「福岡県板付遺跡」『日本農耕文化の生成』1961年

註2　中山平次郎「銅鉾・銅剣の新資料（板付北崎の遺物）」『考古学雑誌第7巻7号』1917年

註3　福岡市教育委員会「板付周辺遺跡調査報告」（11～19）福岡市埋蔵文化財調査報告書

第29・31．36．38・49・57・65．83・98集1972～1983年

註4　福岡市教育委員会「比恵遺跡，第6次調査遺構編」福岡市埋蔵文化財調査報告書　第94集1983年

註5　原田大六「日本古墳文化一奴国王の環境－」1954年

註6　中山平次郎「井尻の弥生時代遺跡」考古学雑誌　第14巻第12号1924年

註7　中山平次郎「銅鉾鉾箔の新資料」史前学雑誌　第1巻第3号1929年

註8　福岡市教育委員会「那珂深ヲサ遺跡I・I」福岡市埋蔵文化財調査報告書　第72．82集1981，1982年

註9　福岡市教育委員会「三筑遺跡．次郎丸高石遺跡」福岡市埋蔵文化財調査報告書　第69集1981年



Hl前方後円墳
H－前方後方墳
酸　方形周溝墓他
▲青銅器熔茫出土地
▽青銅器出土地
・その他の遺跡

周辺遺跡分布図（縮尺1／70，0000
1．名島古墳　　　9．板付遺跡　　17。竹ヶ本古墳　　　　25・卵内尺古墳
2．博多一号墳　10。諸岡遺跡　　18。大南遺跡　　　　　26。裏ノ田4号古墳
3．博多遺跡　　11。井尻遺跡　　19。天神山古墳　　　　27。中丸1号墳
4・比恵遺跡　　12。金隈遺跡　　20。ウトロ古墳　　　　28。妙法寺2号墳
5。那珂剣塚古墳13。今里大塚古墳　21。観音山中厚Ⅰ・1号墳
6．那珂八幡古墳14。御陵古墳　　　22。炭焼古墳群
7．那珂深ヲサ遺跡15。須玖岡本遺跡　23。老松神社古墳群
8。席田遺跡　　16。赤井手遺跡　　24．老司古墳
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那珂八幡古墳周辺の旧地形図（縮尺1／10，000）
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「

那珂八幡古墳周辺の主な遺跡の位置関係（縮尺1／10，000）

那珂八幡古墳の後門部を東からのぞむ
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Ⅲ．調査の概要と経過

発掘調査の規模が限定されているため，古墳の墳丘や周溝の規模，更に主体部の位置や構造

を把握することに努めたが，住宅地の中にあってトレンチが設定できない個所もあり，充分に

規癖を把握し得たとはいえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　ブ
1

発掘調査は，昭和60年3月12日～7月9日まで実施した。那珂八幡古墳の周囲は現在では埋

め立てられているが，昭和20年代までは古墳周囲は大きな窪み状を呈していたといわれ，その

ために残土又は廃棄物の捨て場となっていた。調査区を設定するにあたっては周辺め地形測量，

及び那珂八幡社内の伐採物や廃棄物の処理を優先して行なった。地形，及び墳丘の測量は3月

12日から4月初旬まで費した。古墳の北側には住宅が迫っており，トレンチは主㎡こ南側に設定

し，墳丘，及び周溝規模については7本のトレンチを設定した。又，後円部墳丘では各々のト

レシチを延長し，必要に応じて拡張，又はサブトレンチを設定した°後円部のトレンチはA～
－

－

C，前方部のトレンチはD～Gと呼称し，前方部と後門部のくびれ部や周溝の外周部分にあた

るところは拡張して調査を行なった。その結果，墳丘の盛土部分は，後円部墳頂部分を除いて

は破損を受けていないものの，墳丘裾の地山整形部分や周溝については鎌倉時代以降に改変を

受けており，又，戦時中に古墳の周囲に防空濠が数多く設けられているため一部には墳丘の陥

落がみられるなど古墳築造時の地山整形の状態は残していない。しかしながら，古墳の裾部南

側は溝底の耕作地化のために墳丘裾部を削り取った程度と考えられ，又，北側については住宅

化のための削平であるから，古墳の地山整形については大幅な地形の変換には至っていないと

思われる。前方部には保育園が所在し，又，墳丘北側のくびれ部から前方部にかけては，八幡

社の裏参道がスロープ状に設けられている1ため前方部は削平を受ける。この保育園と墳丘北側

住宅地との間が約1．4mの比高差を有している。又，この部分の地形は北側に対して外題する形

状を呈している。同じ年上は墳丘南側のくびれ部にもいえ，こうした地形変換の復元を行なう
く　′

ち

と，従来から云われていた帆立貝式の前方後円墳ではないことが判明した。又，後円部墳丘で

は2基の主体部を検出したが，2号主体部からは三角縁神獣鏡，及び玉類が出土している。

その健の遺構には，墳丘南側の周溝下から弥生時代後期の井戸跡や土境が，墳丘下の地山整

形上からは弥生時代の掘立柱建物，住居跡を検出した。掘立柱建物は柱穴径が80cm前後を測り，

4間位の規模をもっている。墳丘南側からは古墳時代後期～奈良時代の甕棺が1基出土した。

遺物には弥生時代中期～後期の土器，石庖丁，石斧，砥石，須恵器があるが，古墳のくびれ部

周辺や周溝底の包含層からは鎌倉時代の土師器皿，青磁，石鍋，瓦片が出土している。

従来の調査では，円筒埴輪や装飾埴輪片が出土したと云われるが，今回は1点も検出できな

かった。

年次別調査項目

初年度（1984）トラノミ－ス設定（業者委託），墳丘及び，周辺地形測量，残土・廃棄物の処理作業

1年度（1985）前方部・後円部トレンチ設定，発掘作業，埋戻し作業
1右

ヽ1－1

－
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地形測量図（縮尺1／800）
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Ⅳ．墳丘と周溝

先述した通り，墳丘裾部は耕地化や宅地化のため削られており，又，前方部には保育所が建

っているため正確な古墳の平面形態は不明である。墳丘は地山整形と盛土で形成されており，

盛土の高さは後門部で約5m，前方部で約1．2mを測る。古墳の主軸はN－48。一Eである。地形測

量から墳上を復元すると，後円部は正円形に近いが，前方部との境は明瞭でなく，緩やかに変

換するくびれ部を形成している。前方部は北側裾部が住宅地のため削られるが，保育園との境

那珂八幡古墳推定復元図（縮尺i／600）
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が弧形に外等する。保育園と北側住宅地の段差は約1・4mを測る。同じく，前方部南側も裾部を

巡る近世溝が南側に対して外奪しており，前方部形態は撥形を呈しているものと推定できる。

現状での古墳の長さは64mを測り，推定全長は約75mが考えられる°後円部径は約48～50mを

測り，後門部の墳項部は標高15mを測る。現状での周溝底からの比高差は6．5m，前方部との比

高差は4．5mを測り，前方部との落差は大きい。後円部と前方部の段差部は神社裏参道のためス

ロープが付けられており，元の状態は知り得ないが，削平・客土が行われている。くびれ部と

前方部の保育園との現状での比高差は約1．4mを測る。周溝底と前方部の比高差は1・9～2．0mを

測る。墳丘からの埴輪等の出土はないが，主体部上層より土師器の高坏・器台が出土した。

周溝は鎌倉時代以降の地形改変を受けており，古墳築造時の状態を残しているとは思われな

い。古墳の南側は耕作地として利用され，北側はかつて蓮池であったといわれる，南側の周溝

を見る限り，現状は約1．2～1．4mの深さに客土による埋立が行われている。C・Dトレンチで
．

は古墳裾部に近世の地割溝を，トレンチ南端では鎌倉時代の溝状遺構や近世の溝を検出した。

又，トレンチの中央部分では客土層下に鎌倉時代の包含層が約10～20cmの厚さで残っていた。

C・Dトレンチの北側と南側は包含層が削平されている。周辺地形をみると，埋立地と外側地

形との比高差は約50cmを測り，南側の一部には周堤状の高まりを残している°以上から，周溝

は鎌倉時代以降，現代に至る間に土地利用が重ねられてきた結果，周溝の深さ，外側の溝肩の

位置に多少の地形的な変化をもたらしたものの，大幅な改変には至っていないものと判断でき

る。周溝規模は推定で幅約12～20m，深さ約1mを測り，平面形は盾形を呈するものと思われ

る。但し，周溝が全周するか否かについては，前方部の形状が明確ではないが，前方部と北西

側後背地との比高差が余りないことや，筑前国績風土記では「三方にカラボリあり」というよ

うに，元来，前方部の後背に周溝が存在しないことも充分に考えられる。
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（①墳丘盛土の状況

（Cトレンチ北壁）

②古墳南側周溝肩部の状況（東より）
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Ⅴ．埋葬・施設

後門部の墳丘項部にはA．B．Cの各トレンチを延長し，更に，社殿の南側と北側にサブト
』

レンチを設けた。A・B．Cトレンチの社殿側については拡張し，墓境の検出に努めた。

主体部は墳丘項部の社殿の北西側付近にて2基検出した。

1号主体部は拝殿下にあるため規模，構造を明確にできないが，古墳築造時の初葬のものと

考えられる。墓境は隅丸長方形を呈し，主軸はN34。30′Eにある。古墳の主軸に対し，13。30′

西へ振っている。墓境は2段掘りになっており，1段目は土層図でみるかぎり逆梯形を呈する

ものと思われる。墓境の壁は灰白色粘土を貼っている。

2号主体部は，第1主体部の北側に接して検出した。一部拝殿下にかかるため，全ての形状

は確認できない。墓境は墳丘形成後に設けられており，主体部は木棺墓である。主軸方位はN

55。Eである。墓頻は隅丸長方形状を呈し，現存長約3・5m，幅約1・5mを測る。木棺は割竹形を

呈し，長さ約2・3m，幅約0．6m，深さ約37cmを測る9棺底には赤色顔料が厚く塗布されており，

頭部と思われる位置には部分的に朱を検出した。木棺内の南壁，胸部左側に接して三角縁神獣

鏡が出土した。玉類は頭部周辺からの出土である°鏡はやや斜めに棺壁に立てかけた状態で，

鏡面を表にして出土した。木棺墓上層の整地層からは，土師器の高坏2点，器台1点を検出した。

後円部墳頂部のトレンチ配置と主体部位置，（縮尺l／、50）
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①墳頂部北側トレンチ

②墳頂部南側トレンチ

l土層図

L＝15．50m

11二二二二／

17

1

10」

一一一一一一一一一一一］

2m

土層名称
1・黄色味を帯びた茶褐色土
2・赤褐色シルト
3．黄褐色粘質七
4．黒褐色粘質1二
5．赤褐色粘質上＋茶褐色粘質土

＋黒色粘質し
＋黄褐色粘質土
＋白色ローム

6．　　　　／／

7・　　　　　〝

8・　　　　／／

／　9・黄褐色粘質上＋黒色粘質土
10・黒色粘質上

Il．黒褐色粘質上
12．白色ローム

13．赤褐色粘質し＋黒色粘質土
14・　　〝　　＋　′′　　＋赤褐色粘質土

15．暗黄褐色粘質土
16．黒褐色粘質土（小礫を多量に含む）
17・赤褐色粘質土混じり粘土
18・赤褐色粘質l
i9．黄褐色粘質上＋白色ローム

1号主体部土層断面図（後円部墳頂トレンチ）（縮尺1邦0）
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2号主体部（木棺墓）と鏡の出土の状況

L＝15・60m

二。＝∴l／

土層名称
l黒褐色粘質土
2混合土（黒色粘質土を含む）
2′混合土（黒色粘質土を含まない）
3白色粘土
4赤褐色粘質土
5黒色粘質土
6黒色粘質土＋黄褐色粘質土
7黄褐色粘質土
8黄褐色粘質土＋白色粘土

掘方埋土

2号主体部平面図と断面土層図（縮尺1／40）
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2号主体部

割竹形木棺の
木質が残る。

三角縁五神四獣鏡

面径約2土8cm

岡花鏡

椿井大塚山古墳

湯迫車塚古墳
伝富尾丸山古墳

フ－リア美術館
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Ⅵ．遺　　　物

出土した遺物は，古墳に伴うものの他，弥生時代中期～鎌倉時代に亘る土器や石器，陶磁器

等を検出した。ここでは古墳にかかわる遺物について述べる。

1．玉類

棺内の首から胸にかけて出土したものである。玉は4点出土しており，硬玉製の勾玉1点，

碧玉製の管玉2点，ガラス製小玉1点である。勾玉の長さは約1．9cm，厚さ0・67cmを測る。

2．鏡

一部にクラックが入り，分離しているが，鏡面径は直径約21．8cmを測る。外区には複線波文

帯と鋸歯文を施す。主文は基部に車輪圏座のある4個の小乳によって4区分した区画に獣形と神

′像を並列に配置する。獣形は双獣を一対，神像は1対の双神で，一方の双神の脇には侍仙が添え

られている。2神像は正面座像の主神と側面体の脇神，3神像は主神と片方め脇神が正面座像

で，他の脇神が側面体で顔を正面に向けている。鉦は円形を呈し，直径3．5cm，高さ1．5cmを測

る。獣形は側面体で対向し，頃は正面を向く。又，3個の乳の内側には施飾や傘松形文を配し

ている。釦孔は一方が幅6mm，厚さ4mm，他方が幅5・5mm，厚さ4mmの大きさで，断面形は長方

形である。孔は傘松形文と主神を結ぶ方向に貫通している。鉦孔縁の研磨は施していない。銀
O

座は円圏の外に12個の楕円形文のある有節重弧文圏座である。包内には紐が残存しており，又，

鏡面には絹の布目が残っている。出土状態では鏡の下面には空間が残っていたので，布で包ん

だ後箱に納められていた可能性もある。

三角縁五神四獣鏡の同箔鏡には京都府椿井大塚山古墳，岡山市湯迫車塚古墳，伝奈良市富尾

丸山古墳，アメリカ．フーリア美術館の4点がある。

土師器

高坏は3点，器台は1点である。高坏は脚部が2点，坏部が1点である。脚は現存長7．2cmを

測り，器壁は厚く，内面は1がヘラケズリである。外面は研磨しているが，黒色顔料が塗布され

ていた形跡がある。坏部とは貼り合せによる接合である。器台は現存高3・6cmを測り，大きく開

く脚を有す。脚内外面には赤色顔料が塗布される。

これらの土器は生活遺跡では現在のところは例が無く，祭祀に関わる特殊な土器と考えたい。

成形手法等や，坏形態からみて，いわゆる布留式土器併行期の土器と考えられる。

＼－
1 1　 一ン　　　　　　 ＼　 1 ・ ■ク　　　　　　　　　　　　　 1．

汀 －

′．－：附 ′

l

1 －．（

（

／ 患 土は ］
ヽ

l
拙 1
1

i5 t、 － ， 虻

－　　　　　 ／

、1．11　　　　　　　　　 ／

、
－1工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

。 ＝ 0　　 ＿　 2　 ′ 0　　　　　　　　　　 1 0c m

－－

2号主体部の上部、表土内より出土の遺物（縮尺l／3）
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①第2主体部上位出土の土師器

②第2主体部割竹形木棺内出土の玉類

・Ⅶ・おわ　り　に

上記のように，那珂八幡古墳の調査成果について概略を記したが，古墳の規模や時期につい

ては結論を出すに至っていない。ここではいくつかの問題点をあげ，本報告へ向けて今後の課

題としたい。

1．那珂八幡古墳の墳丘形は，現状推定では撥形を呈しており，箸墓古墳と同形状をとる。筑

前においては，御道具山古墳，三国の鼻古墳，津古1号墳なども前方部が撥形を呈しており，

最も古い古墳の一群に属している。

2・周溝は鎌倉時代以降の改変と著しい住宅地化のため不明確であるが，盾形が推定できる。
・・

地形上からみて前方部に周溝が巡らない可能性が強く，より吉武の形態を示している。

3．三角縁神獣鏡を副葬する古墳は筑前に多く，西に藤崎遺跡，東に香住ヶ丘古墳，名島古墳，

天神森古墳，東南に御領古墳，原田古墳，西南に妙法寺古墳がある。那珂八幡古墳は福岡平

野の中央部の那珂台地に立地し，これらの古墳の中心的位置を占める。

4．古墳の築造時期は土師器からみるかぎり，古墳時代初頭に位置づけられる。但し，これらの

土器が初葬当時に伴うか否かは今後の調査を待ちたい。

昭和23年発見の中広銅戈鋳型
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付編

福岡市博多区那珂八幡古墳出土の銅鏡に付着する織物

及び同じ鏡の鉦孔内に残る繊維束について

京都工芸繊維大学名誉教授　　　布目　順郎

標記古墳の木棺から出た三角縁五神四獣鏡に付着する2種類の織物（第1図）ならびに同じ

鏡の鉦孔内に残る繊維束（第2図）について調査したので，ここにその結果を報告する。本木

棺の時期は古墳時代前期初頭とされる。

A　織　物

1．材　質

材質の調査は繊維断面形によった。断面作成にはこれまでと同様パラフィン切片法を適用し

た。
l

結果は第3図に示す通りであって，これらの断面形はすべて家蚕のものである。

2・織り密度と繊維断面計測値による産地推定

出土の絹は第1図にみるように，両者とも平絹であり，その織り密度と繊維断面計測値は第

1表に示す通りである。

表の数値をみると，両絹の織り密度は相接近しており，古墳前期の平絹33種類の平均密度41．8

×26．1よりもかなり大きな値である。しかし，いまこれを漠代4墓での値（いずれも平均値）

と比較すると，4墓のうち最も小さな値を示した馬壬唯での61．1×33・0よりもさらに小さい。

このことから，出土の宿は両方とも日本製とみられる。

次に，繊維断面計測値について漠代4墓のそれ（第2表）と比較（比較は経緯の平均値で行

ない，差の有意性検定は省略する）するときは，次のようになる。
註1

鏡面の平絹：完全度については，漠代4墓の値のいずれよりも小さい°断面積のほうは，陽
1

高よりも大きく，楽浪，馬王堆，ノイン・ウラでの値のいずれよりも小さい。陽高と楽浪

の間の値であるが，どちらかといえば楽浪のほうに近い。

鏡縁の平絹：完全度については，鏡面の絹と同じことがいえる。

断面積については，陽高，楽浪よりも大きく，馬王堆，ノイン・ウヲよりは小さい。楽

浪と馬王堆の間の値であるが，どちらかといえば楽浪のほうに近い。

南平絹の完全度がともに漠代4墓での値よりも小さいことは，それらの材料糸が日本産であ

ることをあらわしている。断面積からみるときほ，それらの繊維を産出した蚕がともに楽浪系

蚕品種，すなわち三眠蚕であった可能性が濃い。当時，出土地のあたりでその種の蚕が飼育さ

れていたものと思われる。

出土の両平絹は，織り密度も繊維断面計測値もよく似ているが，外見，特に色と織物面の凹
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凸の様子に違いが認められることから，別物として扱った。

B　鏡の鈍孔内に残る繊維束について

標記の繊維束は無撚である°その片方の端が1cm余り孔の外に出ているが，反対側の端は孔

内にある（第2図）。繊維束の色は，一部は銅銹によって緑青色になっているが，大部分は白

色である。

材質を調べるにあたって，まず繊維断面形を調べることにした。断面作成は従来通りパラフ

ィン切片法による。結果は第4図にみるように，髄腔をもつ細長い断面が多く，細胞壁の断面
－

には放射状亀裂がみられる。これは苧麻を想わせるもーのである。

この繊維束がかなりの弾力性を残していることから，twisttestを数回試みたところ，いず

れの場合も約1回転半（約540。）程度の時計回り転回を示した。これで，苧麻であることが確

実となった。

終りに，本調査の機会を与えられた福岡市教育委員会に感謝する。

文献　註1布目順郎「養蚕の起源と古代網」雄山闇，1979

第1表　那珂八幡古墳出土の三角縁五神四獣鏡に付着する平絹の繊維断面計測値と織り密度

－資　　 料

経緯

の別

一色

繊維断 面 につ いての計測 値 織糸 数

（対 1cm ）

痙 糸数 と

緯 糸数 の比

織 糸－の巾

（m m）完 全度 （％） 面 一元積 （〃2）
供 或繊

維 の数

－鏡 面 に付 着 す る平絹

ク

鏡 縁 に付着 す る平絹

ケ

経 白線 －

ク

濃緑

ク

47 ．3±3 ・2 7 53 ．0±5 ．65 3P 50

1 ・4－3 －

1 ・67　－

1 ．70 －2 ．－80

癖 4－2 ．5 ±3 ．46 40 ．3±5 ・09 22 1 3 5 2 一00 －2 ．50

経 47 ・2 ±2 ，38 54 ・0 ±5 ．06 33 50 2 ．00 －2 ・30

緯 43 ・7 ±3 ．45 4 6 ・1 ±4 ．72 30 ‘－ 3b l
－

備考　鏡は木棺内にあったもの。時期は古墳時代前期初頭。

第2表　漢代の平絹における繊維断面計測値

遺　 跡　 名
繊維横断面についての計測値

一一完全度（％） 面　 積（〆）

陽高県（山西省） 50・9 ．（10）、 37・1 （10）

楽　　　　　 浪 50．－8 （23） 49・8 ′（23）

馬－王 －定 言 ）一一 65 －5
（－5） （5 ）

〔ち3・9〕 〔69・3〕

ノ　イ　ン ・ウ　ラ 53．9 （20） ．73．0 （20）

パ　 ル　　 ミ　　ラ － －

備考（1）馬王唯の綿繊維横断面計測値は『考古学報』（1974年第1期）にあるもの（ただし，〔〕内の数値は筆

者が同学報に示された繊維横断面写真をもとに算出したもの。）

（2）本表の数値にはマワタでのものは含まれていない。

（3）（）内の値は資料数。
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那珂八幡古墳出土の平絹

scale：いずれも1mm

第1図A　鏡面に付着する平絹

第1図B　その一部拡大

第2図　　鏡の鉦孔内に残る繊維束

A　繊維束が鉦孔から出ている状態

第1図C　鏡縁に付着する平絹

第2図B　その－・部拡大



第 3 図 C 鏡 面 の 平 絹 の 縫 糸

第 3 図 A 鏡 面 の 平 絹 の 経 糸 第 3 図 B 同 じ 平 絹 の 緯 糸 第 3 図 D 同 じ 平 絹 の 緯 糸
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